
 タイトル(書名)   章：節　聖句　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　 　　　　　　     （新共同訳）

K ルツ記 1:4 息子たちはその後、モアブの女を妻とした。一人はオルパ、もう一人はルツといった。十年ほどそこに暮らしたが、

K ルツ記
1:14 二人はまた声をあげて泣いた。オルパはやがて、しゅうとめに別れの口づけをしたが、ルツはすがりついて離れな
かった。

K ルツ記
1:16 ルツは言った。「あなたを見捨て、あなたに背を向けて帰れなどと、そんなひどいことを強いないでください。わたし
は、あなたの行かれる所に行き／お泊まりになる所に泊まります。あなたの民はわたしの民／あなたの神はわたしの神。

K ルツ記 1:18 同行の決意が固いのを見て、ナオミはルツを説き伏せることをやめた。

K ルツ記
1:22 ナオミはこうして、モアブ生まれの嫁ルツを連れてモアブの野を去り、帰って来た。二人がベツレヘムに着いたのは、
大麦の刈り入れの始まるころであった。

K ルツ記
2:2 モアブの女ルツがナオミに、「畑に行ってみます。だれか厚意を示してくださる方の後ろで、落ち穂を拾わせてもらいま
す」と言うと、ナオミは、「わたしの娘よ、行っておいで」と言った。

K ルツ記
2:3 ルツは出かけて行き、刈り入れをする農夫たちの後について畑で落ち穂を拾ったが、そこはたまたまエリメレクの一族
のボアズが所有する畑地であった。

K ルツ記
2:8 ボアズはルツに言った。「わたしの娘よ、よく聞きなさい。よその畑に落ち穂を拾いに行くことはない。ここから離れるこ
となく、わたしのところの女たちと一緒にここにいなさい。

K ルツ記
2:10 ルツは、顔を地につけ、ひれ伏して言った。「よそ者のわたしにこれほど目をかけてくださるとは。厚意を示してくださ
るのは、なぜですか。」

K ルツ記
2:13 ルツは言った。「わたしの主よ。どうぞこれからも厚意を示してくださいますように。あなたのはしための一人にも及ば
ぬこのわたしですのに、心に触れる言葉をかけていただいて、本当に慰められました。」

K ルツ記
2:14 食事のとき、ボアズはルツに声をかけた。「こちらに来て、パンを少し食べなさい、一切れずつ酢に浸して。」ルツが
刈り入れをする農夫たちのそばに腰を下ろすと、ボアズは炒り麦をつかんで与えた。ルツは食べ、飽き足りて残すほどで
あった。

K ルツ記
2:15 ルツが腰を上げ、再び落ち穂を拾い始めようとすると、ボアズは若者に命じた。「麦束の間でもあの娘には拾わせる
がよい。止めてはならぬ。

K ルツ記 2:17 ルツはこうして日が暮れるまで畑で落ち穂を拾い集めた。集めた穂を打って取れた大麦は一エファほどにもなった。

K ルツ記
2:18 それを背負って町に帰ると、しゅうとめは嫁が拾い集めてきたものに目をみはった。ルツは飽き足りて残した食べ物
も差し出した。

K ルツ記
2:19 しゅうとめがルツに、「今日は一体どこで落ち穂を拾い集めたのですか。どこで働いてきたのですか。あなたに目をか
けてくださった方に祝福がありますように」と言うと、ルツは、誰のところで働いたかをしゅうとめに報告して言った。「今日
働かせてくださった方は名をボアズと言っておられました。」

K ルツ記
2:21 モアブの女ルツは言った。「その方はわたしに、『うちの刈り入れが全部済むまで、うちの若者から決して離れないで
いなさい』と言ってくださいました。」

K ルツ記
2:22 ナオミは嫁ルツに答えた。「わたしの娘よ、すばらしいことです。あそこで働く女たちと一緒に畑に行けるとは。よその
畑で、だれかからひどい目に遭わされることもないし。」

K ルツ記
2:23 ルツはこうして、大麦と小麦の刈り入れが終わるまで、ボアズのところで働く女たちから離れることなく落ち穂を拾っ
た。

K ルツ記 2:23 ルツはしゅうとめと一緒に暮らしていたが、

K ルツ記 3:5 ルツは、「言われるとおりにいたします」と言い、

K ルツ記
3:7 ボアズは食事をし、飲み終わると心地よくなって、山と積まれた麦束の端に身を横たえた。ルツは忍び寄り、彼の衣の
裾で身を覆って横になった。

〔検索対象総数 ： 29  / 聖句等の総数 33250   〈ルツ〉38個 〕

聖書Navi Active 393128091

[検索語彙 ： ルツ]

1/2 聖書Navi資料 2020/5/30



 タイトル(書名)   章：節　聖句　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　 　　　　　　     （新共同訳）〔検索対象総数 ： 29  / 聖句等の総数 33250   〈ルツ〉38個 〕

聖書Navi Active 393128091

[検索語彙 ： ルツ]

K ルツ記
3:9 「お前は誰だ」とボアズが言うと、ルツは答えた。「わたしは、あなたのはしためルツです。どうぞあなたの衣の裾を広
げて、このはしためを覆ってください。あなたは家を絶やさぬ責任のある方です。」

K ルツ記
3:14 ルツは、夜が明けるまでボアズの足もとで休んだ。ルツはまだ人の見分けのつかない暗いうちに起きた。麦打ち場
に彼女の来たことが人に知られてはならない、とボアズが考えたからである。

K ルツ記
3:15 ボアズは言った。「羽織ってきた肩掛けを出して、しっかりつかんでいなさい。」ルツがしっかりとつかんだ肩掛けの中
に大麦を六杯量ってルツに背負わせると、ボアズは町へ戻って行った。

K ルツ記
3:16 ルツがしゅうとめのところへ帰ると、ナオミは、「娘よ、どうでしたか」と尋ねた。ルツはボアズがしてくれたことをもれな
く伝えてから、

K ルツ記
4:5 ボアズは続けた。「あなたがナオミの手から畑地を買い取るときには、亡くなった息子の妻であるモアブの婦人ルツも
引き取らなければなりません。故人の名をその嗣業の土地に再興するためです。」

K ルツ記
4:10 また、わたしはマフロンの妻であったモアブの婦人ルツも引き取って妻とします。故人の名をその嗣業の土地に再興
するため、また故人の名が一族や郷里の門から絶えてしまわないためです。あなたがたは、今日、このことの証人になっ
たのです。」

K ルツ記
4:13 ボアズはこうしてルツをめとったので、ルツはボアズの妻となり、ボアズは彼女のところに入った。主が身ごもらせた
ので、ルツは男の子を産んだ。

Ｓ マタイによる福音書 1:5 サルモンはラハブによってボアズを、ボアズはルツによってオベドを、オベドはエッサイを、
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